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1. はじめに  

近年ではスマートフォンやデジタルカメラの普及

に伴い，Instagram(*1)や Flicker(*2) といった画像投稿

型 SNS に自分で撮った写真をアップロードする機会

が増えてきている．しかしプロの写真家や，あるいは

編集技術について明るいユーザでない限り，必ずしも

意図した写真が生成できるとは限らない．画像の見栄

えを劣化させずに強調したい被写体を目立たせること

が出来れば，ユーザの助けになるだろう．また近年で

は広告を目にする機会が増えてきている．こうした広

告は消費者にじっくり見てもらえるものとは限らず，

寧ろ殆どは一瞬しか目に留まらない．視界に入れたそ

の一瞬のうちに，商品を推し出すことの出来る広告画

像を制作することは非常に重要であると言える．  

本研究は画像における顕著性を，画像の品質を大き

く変えることなく制御することを目的とする．品質に

影響を与えずに顕著性を制御することが出来れば，先

ほど述べた意図した画像の生成や広告制作のシーンに

おいて有用性のあるものとなるだろう．  

2. 関連研究  

2.1. 顕著性マップ 

画像内でより目を惹きやすい，または惹きにくい部

分を表したものが顕著性マップである．顕著性マップ

は人間の受容野の仕組みから画像の誘目性を計算する

ものであり，人間が画像のどの部分に注目するか，と

いうことを考える上で顕著性マップは非常に有用なも

のである．Itti ら [1] がこの顕著性マップを求めるアル

ゴリズムを発表したことで顕著性マップが認知される

ようになった．  

Itti ら [1]の手法による顕著性マップの処理の流れを

Fig．1 に示す．この手法では顕著性マップは画像内の

輝度，色相，方向成分の 3 要素から計算される．まず

原画像から 2-8 までの大きさの，計 9 枚から成るガウ

シアンピラミッドを作成する．この 9 枚それぞれに対

して，輝度マップ，色相マップ，方向成分マップを計

算する．こうして，9 枚で構成されるガウシアンピラ

ミッドから，輝度マップを 9 枚，色相マップを 9 枚，

方向成分マップが 36 枚 (9 枚×  4 方向 ) 作成し，その

後輝度マップ，色相マップ，方向成分マップのそれぞ

れについて，スケールごとの差分を計算することで特

徴マップを生成する．  

それぞれの特徴マップの値が固定の範囲に収まる

ように正規化し，局所的な最大値がより大きくなるよ

うにピーク強調の処理を行うことで 3 要素それぞれ

について注視点マップが 1 枚ずつ生成される．これら

の注視点マップを重ねることで顕著性マップを得るこ

とができる．  

 

Fig．1 Itti ら [1]の手法による顕著性マップ取得までの  

フローチャート  

2.2. 顕著性の制御  

顕著性の制御に関して，画像の審美性向上を目的と

した Wong ら [2]の手法があげられる．この手法はまず

Fig．2(a)のような原画像に対し，Fig．2(b)のような画

像の領域分割を行う．その後各領域についてユーザが

強調したい順に領域に番号を振り，各領域それぞれに

ついて色情報を修正する．具体的には，領域の顕著性

が高いほど大きくなるようなスコアを領域ごとに求め，

顕著性マップが Fig．2(c)のようになったときのスコア

と比較し，その差が小さくなるように彩度，明度を弄

るパラメタを設定している．こうして画像を加工する

ことで最終的には Fig．2(d)のような画像を得る．  

Wong ら [2]の研究とは別の方向性として，萩原ら [3]

が提案した，画像品質への影響を抑えた画像加工によ

り顕著性を制御する研究が挙げられる．この手法では

RGB 色空間において顕著性が高まるまで色情報を繰

り返し補正し，その差分を評価尺度に，平滑化処理を

して原画像との差を小さくすることで品質への影響を

小さくしている．  
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Fig．2 Wong らの手法による顕著性マップに基づく  

審美性向上のための画像加工  

3. 提案手法  

本研究では萩原ら [3]のように，画像の品質への影響

を抑えながら顕著性を制御するシステムの構築を目的

とした．我々の提案では主観品質に伴う参照あり画質

評価手法を導入している点で荻原ら [3]の手法と大き

く異なる．  

おおまかな手順を Fig．3 に示す．まず入力画像に対

し GrowCut[4]を用いて領域分割を行い，強調したい領

域とそうでない領域を取得する．その後画像の顕著性

マップを取得し，色情報の修正を行う．画像の補正は

CIE L*a*b*色空間上で行う．これは CIE L*a*b*色空間

が RGB 色空間や HSV 色空間に比べて，より人間の視

覚に基づいた色空間であることから採用した．  

 

Fig．3 提案システムの処理手順  

具体的な処理としては，強調する領域とそうでない

領域の各々について，Wong ら [2]の手法に基づいて，

(1)式の通りにした．なおωはパラメタであり，色情報

をどの程度加工するかを設定する．  

L′ = −ω(𝐿2 − 𝐿) (1) 

また加工した画像が原画像に比べてどの程度品質

が落ちているかを示すスコアも都度計算する．この品

質評価は SHSIM[5]と呼ばれる手法を用いた．SHSIM

により評価した品質のスコアは 0 から 1 の値をとる．

スコアが高ければ高いほど原画像に近く，1 であれば

原画像と全く同じである．  

4. 結果  

構築したシステムを用いて実際に画像を加工した．

この結果を Fig．4に示す．なおこの際式 (1)におけるωの

値は，強調する領域においてはω = 1.1，そうでない領

域においてはω = 0.7とした．  

結果として，原画像 (a)に対し (b)のような出力画像を

得ることが出来た．原画像から計算した顕著性マップ

(d)と，本システムを用いて加工した画像から計算した

顕著性マップ (e)を見比べてみると，強調したい領域 (c)

の顕著性が上昇していることがわかる．またこの時

SHSIM のスコアは 0.8021 であり，品質への影響を抑

えることが出来ているといえる．  

 

Fig．4 構築したシステムによる画像処理の結果  

(a)原画像 (b)結果画像 (c)領域分割の結果  

  (d) a の顕著性マップ (e) b の顕著性マップ  

5. おわりに  

本報告では，ユーザが指定した領域に対してセグメ

ンテーションを行い，CIE L*a*b*色空間において色情

報を加工することで画像の品質，見栄えへの影響を抑

えつつも顕著性の制御が可能であることを， Itti モデ

ルの顕著性マップ [1]や SHSIM[5]を用いて示した．構

築したシステムは意図した画像の生成や広告制作の場

において有用なものであるといえる．今後の展望とし

ては，様々な品質評価手法の比較検討を行う．また被

験者実験を行い，実際に注視の制御が出来ているかを

検討する．  
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